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ヤシオオオサゾウムシの発生と被害実態

あ
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万 暢 彦

は じ め に

ヤ シ オ オ オ サ ゾ ウ ム シRhynchophorus fe rrugineus 

(OUVIER) は， 主 に イ ンド， 東南 ア ジ ア ， ニ ュ ーギ ニ ア

に か け て 広く分布 し て お り ， コ コ ヤ シ， デー ト ヤ シ ， サ

ゴ ヤ シ 等 ヤ シ 類害虫 と し て 知 ら れ て い る (RAJAN and 

NAIR， 1997) 。 特 に ， コ コ ヤ シ で は， 最 も 大 き な 被 害 を

も た ら す害虫 と さ れ， い っ た ん寄生 さ れ る と 数か月 の 内
に 枯死 に 至 る と さ れて い る (AIlRAHAM and KURIAN ，  1989 ; 

RAJAN and NAIR， 1997) 。 圏内 に お け る 発生例 と し て は，

1975年に沖縄県 で初 め て 確認 さ れ多 数 の カ ナ リ ー ヤ シ
Phoen ix canariensis にha baud) (以後 フ ェ ニ ッ ク ス )
を 枯死 さ せ た こ と が 報 告 さ れ て い る (梅林 ・ 野 原，

1976 ; 具志堅， 1978) 。

宮崎県 で は， 1998年 8 月 に 県南部 の 日 南海岸 で初 め
て 発生が確認 さ れ， 観光の シ ン ボ ル であ る と と も に 県の
木 に 指定 さ れて い る フ ェ ニ ッ ク ス を枯死 さ せ る こ と か ら

大 き な 問題 と な っ た 。 し か し ， 宮崎県での発生 は圏内 に
お い て 2 例 目 で あ り ， 本虫の九州 内 に お け る 被害実態 は
全く不明であ っ た 。 本報で は こ れ ま で実施 して き た 主要

な ヤ シ科植物の被害実態， フ ェ ロ モ ン ト ラ ップに よ る 発

生状況等 の調査お よ び防除 に関す る 基礎的試験 に つ い て
報告す る 。

I 発 見 の 経 韓

1998年 8 月 ， 宮崎県南部 の 海 岸 線 ( 日 南海岸) に 植
栽 さ れた フ ェ ニ ッ ク ス の成木数本が立 ち 枯れた り ， 樹形

に 異常が生 じ る 現象が見 ら れた 。 立 ち 枯れ木 を伐採 し ，
解体 し た と こ ろ ， 内部か ら 赤褐色 を し た 大型の ゾ ウ ム シ

成虫， 5---- 6 cm に 達す る 大型の 白く太 っ た イ モ ム シ状の
幼虫 お よ び ヤ シ の繊維 で作 ら れ た俵状 の繭が発見 さ れ
た 。 成虫 は， 門司植物防疫所 に 同 定 を 依頼 し た と こ ろ 本
来圏内 に は 分布 し て い な い ヤ シ オ オ オ サ ゾ ウ ム シ と 判明
し た 。 幼虫 お よ び繭 に 入 っ て い る 偏 に つ い て も 試験場内

に持ち 帰 り ， リ ン ゴ を餌， 水苔 を繭の材料 と し て 飼育 し

た 結果 ヤ シ オ オ オ サ ゾ ウ ム シ で あ る こ と が確認 さ れた 。

Occurrence and damage caused by the red palm weeviI， 
Rhyncho，ρhorus ferrugineus. By Nobuhiko AMAN 

(キーワード:ヤシオオオサゾウムシ， フェニックス，宮崎県)

E 被害 の 実態

1 食害部位

枯死木 あ る い は寄生 を 受 け て い る と 判定 さ れた フ ェ ニ

ツ ク ス は ， 発見 さ れ し だ い 県土木部 の 担当部署に よ り 伐

採処分 さ れた。 数回の伐採処分 に 同行 し チ ェ ー ン ソ ー，
手斧 を使 っ て 食害部分 を 解体 し 加害状況 を記録 し た 。 ま

た ， 1998年 1 1 月 に は被害木 2 本 を 試験場 内 に 持 ち 込 み
同様 に解体調査 し た 。 こ れ ら の被害樹 を 解体 し た 結果，

食害 は幹最上部 の 内部 と 比較的新 し い葉 の葉柄部分の い

ずれ も 柔 ら か い組織 に 集 中 し て お り ， 著 し い食害痕 と ，

幼虫が食入 し た 穴が多数見 ら れた 。 こ れ ら の食入孔の 中

か ら 多数の幼虫， 稿お よ び成虫が得 ら れた 。 食入孔 は 中

低位の幹 と 中 央脈の 緑 化 し た 部分 に は 見 ら れ な か っ た

が， 樹冠部下の木質化 し た 中心部 に は いくつ か観察 さ れ
た 。 こ れ ら の食害部位 は ， 比較的柔 ら か い組織であ り ，
幼虫が食入孔 を 作 り 組織内部 を 食す る 本虫 に と っ て は餌
あ る い は 生息場所 と し て利 用 し や す い部位 と 思 わ れ た 。

2 被害樹の特徴

伐採処分 さ れ た フ ェ ニ ッ ク ス は事前 に撮影 さ れ て お

り ， そ れ ら の写真 を利用 し て ， 本虫寄生 に よ っ て 樹形 に

現れ る 症状 を経時的 に 特徴付 げ た 。
そ の結果， 寄生 を 受 け た フ ェ ニ ッ ク ス は， いずれ も 幹

最上部か ら 上方 に 伸長す る 新薬がなくな る 共通 し た 特徴
があ り ， 残存す る 葉 は， 樹 そ れ ぞれの被害の進行程度 に
応 じ て段階的 に 少 なくな り ， さ ら に 下垂す る 傾向が見 ら

れた。 つ ま り ， 被害が進行す る ほ ど横 あ る い は下 に 向 い

た古い葉の み残 り ， そ れ以上進行す る と 木が枯死 し ， 全

て の葉が茶色く枯れ る 現象が認め ら れた 。 こ の こ と は ，

食害 さ れや す い幹最上部 の壊死 に よ っ て ， 本来 は 次 々 に

伸長 し てく る 新薬の生長が阻止 さ れ， 上方向 に 向 い た 葉
がなくな っ たもの と 考 え ら れる。 ま た ， すで に伸長 し て
い た 葉 も 葉柄基部 を 食害 さ れ る た め に 正常 な位置 を保 て
ず し だ い に倒れ， 最終的 に 木全体の樹勢衰弱が進み枯死
し た と 考 え ら れ る 。

3 被害樹の発生状況

地区別の被害樹の発生 は ， 数多く植栽 さ れて い る フ ェ
ニ ッ ク ス の 中 の 1 本 あ る い は数本 だ け で あ り ， 被害樹か
ら は 常 に 多 数 の 成幼虫が確認 さ れ て い る。 こ の こ と か
ら， 本虫の フ ェ ニ ツ ク ス に対す る 攻撃(寄生) は ， 植栽
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表-1 ヤシオオオサゾウムシによる フェニックスの被害

市町 場所

宮崎市 桜ヶ丘
住吉
瓜生野

子供の図

青島

堀切峠

内海
野島

小内海

日南市 いる か岬

鷺巣
伊比井
サボテン公園

寓士
山之口町 花木

計

被害数 回) (本)

1998年8月 1999年6月 2000年4月

~1999年5月 �12月 �2000年10月

4 6 

1 7  
1 

5 

35 

3 

6 

15  

2 

6 
2h) 

13 

a)数値は宮崎県土木部道路保全課による 調査 ，b)ワシントンパ

ームの被害I本を含む.

さ れて い る 植栽樹の 中 の特定の樹 に 集 中 し て 行わ れ る も
の と 考 え ら れ る 。

ま た ， 樹種別 の被害 は 1998年か ら 99年 ま ですべて フ
ェ ニ ッ ク ス の み で他の ヤ シ類 に は認め ら れ な か っ た が，

2000年に お い て は ワ シ ン ト ン パ ー ム で の 被害 も 認 め ら

れた。 こ れ ら ヤ シ類の道路保全課取 り ま と め に よ る 被害

木数は， 1998年 8 月 �1999年 5 月 に は宮崎市お よ び 日
南市の あ わ せ て 35 本， 1999年 6 月 �12 月 に 15 本 お よ
び 2000年 4 月 � 1O 月 に は 山之口 町 を 含 め て 13 本 と な

っ た( 表一 1 ) 。 被害数 は 減少 し て い る も の の， 被害発生

地域 は 日 南海岸以外 に広が る 傾向 が見 ら れ る 。

皿 成 虫 の発生状況調査

1 フ ェ ロ モ ン ト ラップ に よ る 発生消長お よ び分布閥

査法

予備的 な調査 と し て ， 数種の ト ラ ップ と 誘引 剤 を組み

合わ せ て 成虫 の 誘殺 を 試 み た が， 結果的 に マ ダ ラ コ ー

ル ・ コ ガ ネ コ ー ル誘引 器( サ ン ケ イ 化学， 鹿児島市) に
誘引剤 と し て ヤ シ オ オ オ サ ゾ ウ ム シ 専用 フ ェ ロ モ ン
CBio best， BeIgium) を 使 う こ と で成虫 の誘殺 に 成功 し
た た め ， 本虫調査 に は こ の手法 を 用 い る こ と と し た 。

発生消長調査 は 1999年お よ び 2000年に 行 っ て お り ，
1999年に は， 4 月 下旬�5 月 上旬に か け て ， 日 南海岸 に
位置す る 宮崎市 5 か所(運動公園， 堀切首園， 堀切峠，

野島， い る か岬) お よ び 日 南市 2 か所(鵜戸， 立石) の
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合計 7 か所に ト ラ ップ を 設置 し た 。 2000年に は ， 5 月 仁

句か ら 宮崎市 29， 日 南市 8， 佐土原町 3， 南郷町 2， 北
郷町 1 の併せ て 43 か所 に 設置 し た 。 本 ト ラ ップ は ， フ

ェ ニ ッ ク ス 植栽場所近く の 雑 木 等 の校 を 利 用 し て 地 上
1 . 5 m に ト ラ ップが位置す る よ う に 設置 し ， 成虫捕獲用
の容器 に は脱出防止の た め に 界面活性剤 を溶か し た 水 を
入れた。 各調査地点の ト ラ ップ に フ ェ ロ モ ン 1 個 を セ ッ

ト し ， 初 め に セ ッ ト し て か ら 1 か 月 目 に さ ら に l 個 フ ェ
ロ モ ン を 追加セ ッ ト し た 。 初 め の も の は 2 か 月 を経過 し

て か ら 新 し い も の に 交換 し た 。 以降同様に 1 か 月 お き に

新 し い フ ェ ロ モ ン を 2 か 月 を経過 し た フ ェ ロ モ ン と 交換
し た 。 ト ラ ップ に よ り 捕獲 さ れ た 成虫 は， 7 日 間 隔 で 回

収 し た 。
分布調査 と し て ， 1999年 は ト ラ ップ の 設 置 数 を 当 初

の 7 か所か ら 段階的 に 増設 し 最終的 に 43 か所 と し て お
り ， 調査全期間中 の誘殺数 を 調査 し て ， 本 県 で の 分布状
況 と し た 。 2000年に は 調査 当 初 か ら 1999年 と 同 じ 場所

に 43 か所の ト ラ ップ を 設置 し て お り ， こ れ ら の 誘殺状
況か ら 分布状況 を 把握 し た 。

2 発生消長

1999年の誘殺 は 5 月 上旬か ら 1 1 月 下旬 ま で見 ら れ，
こ の 間 ほ ぽ毎 回誘殺が見 ら れた が， 1 週間 ご と の ト ラ ッ

プ 1 か所当 た り の誘殺数 は 最 大 で 1 1 頭 で あ っ た 。 比較

的 目 立つ 誘殺の ピ ー ク が 6 月 中旬， 7 月 下旬， 9 月 上旬

の 3 回見 ら れ， こ の 内 6 月 中旬の ピ ー ク が最 も 大 き か っ

た 。 2000年の成虫 の 誘殺 は ， 5 月 中旬 に は 始 ま り 1 1 月

下句 ま で続 い た 。 明確な発生の ピ ー ク は 7 月 中旬お よ び
9 月 中旬に 2 回 見 ら れ， そ の 他 に 8 月 中 旬 と 1 1 月 上旬
に 小 さ な ピ ー ク が見 ら れた ( 図 1 ) 0

誘殺 ピ ー ク の 時期 は 1999年 と 2000年で一致 は し な か

っ た が， 誘殺の 時期 か ら 推測 で き る 成虫 の 活動時期 は両

年 と も ほ ぼ同 じ で， 5 月 上旬か ら 1 1 月 下旬 ま で と 考 え

ら れ る 。 た だ し ， 1999年， 2000年 と も l 回 目 の ト ラ ッ

プ設置か ら 成虫が誘殺 さ れた た め ， こ の時期以前 に お け

る 野外での発生状況 は 明 ら か で は なく， 冬期以後の正確

な誘殺開始時期 を 把握す る た め に は ， 周年の 調査が必要
で あ る 。 ま た ， 12 月 上旬 に 誘殺が終息 し そ れ以 降 見 ら

れなくな っ た要因 に つ い て は ， 越冬 に 関 す る 生態調査等
が必要で あ る 。

3 分布調査

1999年は調査期 間 中 に 43 か 所 の設霞地点、 の う ち ， 佐
土原町， 宮崎市お よ び臼南市の 23 か所で誘殺が確認 さ

れた。 地域別 の誘殺数 は ， 宮崎市の 日 南海岸の被害発生
地近く に 設置 し た ト ラ ップで多 い傾向 に あ っ た 。 こ の う
ち 野島 で最 も 多く全誘殺数 は 70 頭 に 及 んだ。 ま た ， 被
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図ー1 ヤ シ オ オ オサゾ ウ ム シ の発生消長

害発生地域 か ら 約 30 km 離 れ た 佐土原町の l 地 点 で 1

頭， 1O�20 km 離 れ た 宮崎市， 日 南市 の 7 地点 で 1�3
頭 が誘殺 さ れ た 。 2000年 に は， 佐土原町， 宮崎市 お よ
び 日 南市 の 32 か所で誘殺が確認 さ れ， 誘殺地点 と し て
は 1999年 よ り も 多 く ， 本虫 の 分布 は拡大 し つ つ あ る と

思 わ れ た 。 調査地点別 の 誘殺数 は 1999年 と 同様 に ， 青

島 か ら い る か岬に か げ て の 日 南海岸沿 い に 設置 し た ト ラ
ップで多 い傾向 に あ っ た 。 調査地点別 に誘殺が多 か っ た
の は 青島， い る か 岬 お よ び 白 浜で， 35�50 頭 の誘殺数
と なっ た 。 発生地域 内 に お け る 生息密度が 1999年お よ
び2000年で変化 し てい る こ と が伺わ れ た ( 図ー2) 。 ま

た ， 被害発生地域か ら か な り 離れた 場所での誘殺に つ い

ては， 一部 の成虫が飛淘に よ っ て か な り の距離 を 移動 し
た の か， こ れ ら の地域 に 未発見の被害樹 (発生源) があ
っ た の か は不明であ る 。

W 薬 効 試 験

1 数種薬剤のヤシオオオサゾウムシ幼虫 に対 す る 効

果
2 cm 四方， 厚 さ l cm に切っ た リ ン ゴ 片 の 中央 に 径 5

mm の穴 を あ け， 所定濃度 の 薬液 に 5 秒間浸潰 し た 後，
径 7 cm の ろ 紙 を 敷 い た 径 9 cm の ガ ラ ス シ ャ ー レ に 置

い た 。 飼育成虫 の産下卵 を ふ化 さ せ て 得 た 若齢幼虫 を リ
ン ゴ の穴 に 入 れ， 乾燥 と 脱出防止の た め カ バー グ ラ ス で

蓋を し た 後， 250C条件下 に 置 い た 。 幼虫接種後 1， 2 お

よ び 3 日 後 に ， 実態顕微鏡下で幼虫 の 生死 を 調査 し た 。
樹木 に 登録の あ る 4 剤 ( エ ト フ ェ ンプ ロ ッ ク ス 乳剤，

MEP 乳剤， ダ イ ア ジノ ン水和剤， DEP 乳剤) および浸
透移行性が高 い 3 剤 ( イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 水和剤， ニ テ ン

ピ ラ ム 水溶剤， ア セ タ ミ プ リ ド 水溶剤) の効果 を検討 し
た 。 エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳 剤 1 ， 000 倍， MEP 乳 剤
1 ， 000 倍， DEP 乳 剤 1 ， 000 倍， イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 水 和
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1999年

70 

60 

誘殺数
4

5 0 

0 

30 

20 

\0 

。

2000年

50 

40 

誘委 30 

20 

\0 

佐i二原町
':�f凶行lí

図 ー 2 ト ラ ッ プの設置場所別誘殺数

表 - 2 ヤ シ オ オ オ サ ゾ ウ ム シ の若齢幼虫に対す る楽斉IJの効* 剤 2 ， 000 倍， ニ テ ン ピ ラ ム 水溶剤 2 ， 000 倍， ア セ タ ミ プ

薬 斉IJ 濃度(倍)

エ ト フ ェ ン 1.000 
プ ロ ッ ク ス 乳剤
MEP 乳剤 1.000 

水

ダ イ ア ジ ノ ン 1 . 000 
水和剤
DEP 乳剤 1 . 000 

水

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 2 . 000 
水和剤
ニ テ ン ピ ラ ム 2 . 000 
水溶剤
ア セ タ ミ プ リ ド 2 . 000 
水溶剤

水

1) 苦悶虫 は 生虫 と して算出.

供試虫数 死虫率 ( % )

供試虫数 1日 後 21己l 後 HI後

5 80 80 100 

5 80 100 100 
5 。 。 。
5 。

9 100 
8 o 
5 20 100 100 

5 20 100 100 

5 40 100 100 

5 。 。 。

一- 9

リ ド水溶剤 2 ， 000 倍 は いずれ も 効果が高く， 接種 3 日 後
ま で に す べ て の接種幼虫 の 死亡が確認 さ れ た 。 し か し ，
ダイ ア ジ ノ ン水和剤 1 ， 000 倍 は死亡虫 は 認 め ら れ な か っ

た(表-2) 。 以上， 有効 と 思わ れ る 薬 剤 は 数種確認 で き
た が， 本種防除 に対す る 農薬登録 は な い の で登録取得 を

含 め た 試験が必要で あ る 。 ま た ， ヤ シ類 は 高木 と な り 通
常 の 薬剤散布が で き に くく経費的 な 負 担が大 き い こ と
や， 幼虫が フ ェ ニ ツ ク ス の 内部 に 食入 し て い る た め通常

の 散布 で は 防除効果が上が り に く い と 思 わ れ る こ と か
ら ， 薬剤の処理方法 に つ い て の検討 も 必要で あ る 。

2 昆 虫病原線虫の効果

昆 虫 病 原 線 虫 と し て Sleinernema ca rþoca þsae と
Sleinernema g laseri の 2 種類 を 用 い た 。 直径 3 cm のプ
ラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ に ろ 紙 を 敷 き ， St. ca r，ρoca þsae は

100 頭 お よ び 1 ， 000 頭， St. glaseri は 100 頭 を シ ャ ー レ
内 に放飼 し た 。 中 央 に コ ル ク ボー ラ ー で直径 5 mm の穴
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表-3 ヤ シ オ オ オ サ ゾ ウ ム シ若齢幼虫 に 対す る 病原性線虫の効果

死虫率 ( % )
種 名 放飼頭数 供試虫数

Sleinernema cmpocaþsae 100 
Sleinernen叩caYJりocaþsae 1 ， 000 
Sleine門1ema glaseri 100 
無処理

を あ け た 縦 ・ 横 2 cm， 厚 さ 1 cm の リ ン ゴ片 を シ ャ ー レ

内 に お き ， リ ン ゴ片 の 穴 に ヤ シ オ オ オ サ ゾ ウ ム シ の若齢

幼虫 l 頭 を 入 れ， カ バ ー グ ラ スで査 を し て 250C条件下

に 置 い た 。 調査 は， 線虫放飼 24， 72， 96 時間後 に 死亡

個体数 を計数 し， 死虫率 を算出 した 。

St. carþocapsae の 100 頭 を 放飼 し た 区 で は ， 24 時間

後か ら 死亡個体が確認 さ れ， 96 時間後で は死虫率 100%

と な っ た 。 ま た ， 1 ， 000 頭放飼 区 で は 24 時間 後 か ら 死
亡個体が見 ら れ， 72 時間後で 100% の死虫率 と な っ た 。

一方， St. glaseri は 72 時間後で死虫率 が見 ら れ る も の

の， 96 時 間 後 に お い て も 28% と 低 か っ た (表ー3) 。 以

上， ヤ シ オ オ オ サ ゾ ウ ム シ に対す る ， St. carþocapsae の

効果が認め ら れ， 処理時期方法 な ど実用的な検討 を 行 う

こ と で， 生物的防除資材 と して の利用 が期待で き そ う で
あ る 。

お わ り に

本虫 に 関 す る 問題点 と して ， 被害木の伐採後の焼却処

分や産卵防止の た め の漁網 ネ ッ ト 処理な どが行わ れ， 被

千←"*"*"*"*争中"*"*"*"*"*"*"*"*"*"*サヰ
;新農薬紹介;

し"*"*"*"*"*"*"*"*"*"*"*"*++++�
「殺虫剤J

ヤマト ク サ カ ゲ ロ ウ 剤 (13 . 3 . 14)
本剤 は三洋貿易 (株) がド イ ツ よ り 導 入 ・ 開 発 を 開始

し， そ の後 ア グ ロ スター (有) が受 け継ぎ， (株) ト ー メ ン
と 共同開発 した 天敵農薬で あ る 。 ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ 幼
虫はア プ ラ ム シ幼虫及び成虫 に 口 器 を差 し込み， 自分の
消化液でア ブ ラ ム シ類の体液 を溶か した後， 吸汁す る こ
と に よ り ， ア ブ ラ ム シ類 を 死 に 至 ら しめ る 。 ヤ マ ト ク サ
カ ゲ ロ ウ 成虫 は ， ア ブ ラ ム シ類の甘露， 花蜜及び花粉 を
餌とす る た め ， 作用性 を 示 さ な い。

商品 名 : ヵ ゲタ ロ ウ
成分 ・ 性状 : 製剤 は ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ 卵 ( 1 シ ー ト

当 た り 300 頭) を パ ク ガ卵 と 混合 して シ ー ト に いれた も
の で あ る 。 気温 250Cに お け る 発育期間 は卵が 4�5 日 ，
幼虫が 9�13 日 ， 嫡が 9�12 日 で あ り ， 卵か ら 羽化 ま で
3�4 週 間 を 要 す る 。 好条件下 で は雌一頭 が 1 日 当 た り
1O�20 個 を 1ヶ 月 以上産卵 し， 総産卵数 は 500�600 個

7 
5 
7 

24 時間後 72 時間後 96 時間後

57 . 1  7 1 . 4  100 
40 . 0  100 100 

。 28 目6 28 . 6  
。 。 1 4 . 3  

害量 と して は減少 して い る が， 発生が確認 さ れ て か ら 3
年を経過す る な か で， 調査 データか ら は成虫 の発生量や

分布域 は増加傾向 に あ る 。 ま た ， 本虫の情報 と して， 九
州 内 に お け る 宮崎県以外での発生や フ ェ ニ ッ ク ス以外の
ヤ シ類への食害 も あ る 。 こ れ ら の こ と か ら ， 本虫 に つ い

て は， 引 き 続 き 生態解明 の た め の調査 を 行 う と と も に ，
効率的 な 防除法 を検討 して いく必要が あ る 。 さ ら に ， 農

薬の登録拡大 は， 早急 に 進 め る 必要があ り ， そ の た め に
は複数県 での対応が望 ま れ る 。
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であ る 。
分類学上の位置
綱 : Insec t/ョ (昆虫綱)
目 : Neuroptera (脈遡 目 )
科 : Ch rysopidae ( ク サ カ ゲ ロ ウ 科)
属 : Ch rysoperla 
種 : carn ea 
和名 : ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ
適用 作物・ 適用 害虫及び使用 方法

① 本剤 は ア ブ ラ ム シ類の捕食性天敵であ る ヤ マ ト ク サ
カ ゲ ロ ウ の幼虫 を内装の段ボー ル ・ シ ー ト に 入れ， 外
装の紙箱 に 入 れた 製剤 の た め ， 直射 日 光が 当 た る 場所
や高温の場所 に は絶対 に 放置 しな い こ と 。

② 本種の生存 日 数 は短い の で， 入手後直 ち に使用 し，
使い き る こ と 。

③ ア ブ ラ ム シ類 の 密度が高くな っ て か ら の放飼 は十分
な効果が得 ら れ な い こ と が あ る の で， 害虫が ま だ低密
度 で散見 さ れ始 め た 時 に 最初 の 放飼 を す る こ と 。 ま
た ， 効果 を 高 め る た め に は ， 7�10 日 間 隔 で圃場全面
に連続放飼す る こ と が望 ま しい。

(32 ペ ー ジ に 続く)
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